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安全で安心して暮らせるまちづくりをめざして

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

日
頃
か
ら
町
内
会
を
支
え
て
い
た
だ
て
い
る
皆
様
に
ま
ず
も

っ
て
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
大
り
―
ガ
ー
大
谷
翔
平
選
手
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。
ま
た
、

パ
リ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
は
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
で
１
４
歳
の
吉
沢
恋
↑
〓
じ
選
手

が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
他
、
中
高
校
生
な
ど
若

い
世
代
の
活
躍
が
あ
り
ま
し

た
。
大
き
な
舞
台
で
活
躍
す
る
選
手
の
姿
を
見
る
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
で
、
特

に
若

い
選
手
に
は

「今
後
も
楽
し
み
だ
よ
」
と
声
援
を
送
り
た
く
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
の

「夢
」
、
「楽
し
み
」
は
何
で
し
ょ
う
か
？
若

い
世
代

で
あ
れ
ば
、
「大
き
な
会
場
で
声
援
を
受
け
る
選
手
、
ス
タ
ー
に
な
り
た

い
」

と
か

「
せ
の
中
を
良
く
し
て
い
き
た

い
」
と
い
う
夢
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
年
配

の
方
で
は

「
こ
れ
ま
で
で
き
な
か

っ
た
趣
味
の
世
界
に
没
頭
し
て
い
る
」
と

日
々
を
楽
し
ん
で
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
家
族
の
巣
立
ち
、
伴
侶

と
の
死
別
、
経
済
面
や
体
調
面
の
制
約
な
ど
で
、
「今
は
夢
が
持
て
て
い
な

い
」
、

「楽
し
み
が
な
い
」
と
い
う
方
も

い
ら

っ
し
ゃ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

私
の
逹
町
会
長
と
し
て
の
夢
は
、
「隣
近
所
に
住
む
皆
さ
ん
が
、
笑
顔
で
挨

拶
を
交
わ
し
、
楽
し
み
を
持

っ
て
日
々
を
過
ご
す
こ
と
」
で
す
。
町
内
会
が
地

縁
と
い
う
輪
で
、
コ

人
で
は
味
わ
え
な

い
楽
し
み
」
や

「楽
し

い
お
し
ゃ
べ

り
が
で
き
る
場
」
を
提
供
し
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に

「楽
し

い
か
ら
町
内
会

活
動
に
参
カロ
す
る
」
と
思

っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し

い
限
り
で
す
。

今
和
７
年
、
夢
と
し
て
描
く
地
域
づ
く
り
、
町
内
会
づ
く
り
に
向
け
歩
む
と

と
も
に
、
大
谷
選
手
や
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
メ
ダ
リ
ス
ト
ま
で
は

い
か
な
く
と

も
、
「
町
内
会
」
と
い
う
グ
ラ
ン
ド
で
活
躍
し
て
く
れ
る
人
材
の
発
掘
に
力
を

注
ぎ
た

い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と

っ
て
良

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。



「青少年健全育成大会」開催

11月 9日 (土)午前 10時から「青少年健全

育成大会」を釧路センチュリーキャシスルホテルで開

催 しました。今年の講師は札幌少年鑑別所次長

宇田正志氏で、約 100人の出席者に「少年院 。

少年鑑別所から見た子 どもの育ち～非行少年と

健全育成～」と題して講演していただきました。

特に次の内容が,い に残 りました。

手段をとつた時に褒められるとい う体験、これ

の積み重ねが、正 しい手段の正しい学習です。失

敗体験は忘れ られますが、成功体験は割 と強く

残つています。

成功体験のコツを一つお話 しします3褒める

と言 う事が大事なんです。より効果的なのは陰

褒めです。なにが陰か、陰国の逆ですc陰でその

人を褒めるんです。お兄ちやんに弟のことを「あ

の子、こういうとこ頑張つているね」と褒めるん

です。で片方だけだつたら駄目です。弟の事ばつ

かり良く言つてら駄 日です。弟にはお兄ちやん

の良いとこを褒める、そ うすると兄と弟の会話

で、「お兄ちゃんの肩ばつか持つてる」、「いやい

やお前のことばかり褒めてる」と親の評価が伝

わって嬉 しくなる、効果的な褒め方です。

大会テーマが “強く、優 しく、たくましく生き

る子どもの育成"と 言 う事です。何か皆さんのヒ

ン トになったら幸いです。』

講演の後、「少年の主張釧路市大会 (6月 1日 開

催)」 で最優秀賞、

優秀賞を獲得 した

主張 3点がそれぞ

れ本人から発表 さ

れ、会場か ら大き

な拍手が送 られて
いました。

発表された主張
「世界でただ一つの個性」

道教大附属剣1路義務教育学校 8年 遠藤珠埜さん
「『懸け橋』になるもの」景雲中 3年 君島菜緒さん
「情けは人の為ならず」 美原中 2年 平田 悠さん

秋の自主清掃、ありがとうございました !

「秋の 自主清掃運動」として設定 した 10
月 12日 (土 )～ 20日 (日 )に 、149町 内会

か ら事前の計画が出されま した。約 4,000人

とい う参加予定者 を数 えることができま し

た。当 日ご協力いただいた皆 さんに感謝 申し

上げます。

○清掃活動は日に見える町内会活動の一つです。

年間の活動計画の中でも特に「春の一斉清掃」「秋

の自主清掃」活動をご予定ください。

なお、令和 7年度 「春の一斉清掃」は4月 20日
(日 )に設定しています。

○清掃活動に使 う袋 (環境美化活動用袋)は 10L、

20L、 30Lと 枯葉用の45Lが あり、各地区連に配布

をお願いしています。なお、地区連に入つていな

い町内会は連町事務局での配布となります。

これは何かとい うと本人に

とって大事な居場所です。

家庭であった り、学校であ

つた りします。でもそこに

居たくないと思つたら、そ

の子にとつて価値ある集団

ではないわけです。学校で

いじめられていればそこは価値ある集団になら

ない。でもそんな中で不良仲間がすごく優 しく

してくれて、自分の悩みに共感 してくれたらそ

こが価値基準になって、間違つた方向に行 くわ

けです。そうならないために家庭、学校、地域、

友達集団のかかわりが非常に重要です。

そしてもう一つ、親や教師の解決手段の学習で

す。叱る時に暴力を使つたらそれが解決手段と

して学習されます。友達とのけんかで暴力によ

って勝った方がそのまま良しとされればそれが

解決の手段 として学習されます。でもそ うじゃ

ない。正しい手段をとつた時の成功体験、正 しい

新年交礼会

ところ :釧路センチュリーキャッスルホテル2階
会 費 :6,○○○円 (事務局で受付中です。)

○豪華景品を沢山用意 しています。

○会費は 1月 8日 (水 )迄に連町事務局までお持

ちください。会券をお渡しいたします。



夕雛 彩 レ 読

励御燿外〃郭f

′訂m、

ド
ク
タ
ー
磯
部
の処

方
箋

脳
外
科
が
行
う
認
知
症
、
頭
痛
の
治
療
が
、

少
し
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

（＊
）脳
腫
瘍
、
慢
性
硬
膜
下
血
種
、
水
頭
症

が
原
因
の
認
知
症
。
頭
痛
は
、
画
像
検
査
で
明

白
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
手
術
治
療
で
治
癒

で
き
る
の
で
、
脳
外
科
で
以
前
か
ら
今
も
治

療
で
き
る
脳
の
病
気
で
す
。
当
然
脳
外
科
で

扱
い
ま
す
し
、
逆
に
脳
外
科
に
辿
り
着
け
な

か
っ
た
場
合
は
、
デ
・術
で
治
る
の
に
受
け
ら

れ
な
い
な
ら
残
念
」
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
が
原
因
の
二
次
性
（続
発
性
～
症

候
性
×
医
学
用
語
で
何
ら
か
の
明
ら
か
な
病

気
が
原
因
で
起
こ
る
と
い
う
意
味
）
の
症
状

は
認
知
症
、
頭
痛
で
す
。
画
像
検
査
で
は
な
く

血
液
検
査
な
ど
で
見
つ
か
る
髄
膜
炎
、
血
液

異
常
な
ど
も
二
次
性
で
、
手
術
以
外
に
も
そ

の
原
因
の
治
療
で
治
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。一

方
、
原
因
の
病
気
が
な
い
場
合
、
明
ら
か

で
な
い
場
合
は
、
医
学
用
語
で
は

一
次
性
～

原
発
性
～
特
発
性
と
呼
び
ま
す
。　
一
次
性
頭

痛
に
は
、
肩
こ
り
か
ら
の
頭
痛
、
風
邪
気
味
の

頭
痛
、
片
頭
痛
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
ゴ

）れ
ら

は
画
像
検
査
で
何
も
所
見
が
な
く
、
脳
の
病

気
が
発
生
し
た
り
悪
化
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
二
次
性
頭
痛
の
こ
と
で
手

一
杯
の
脳
外

科
医
は
、
互
（常
な
い
で
す
」
、
「心
配
な
い
で

す
」
、
コ
〕う
脳
外
科
は
来
な
く
て
い
い
で
す
」

と
言
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
し
た
。
最
近
、
片
頭

痛
の
効
果
的
な
注
射
薬
が
出
て
か
ら
は
、
頭

痛
治
療
を
考
え
直
し
、
投
薬
の
見
直
し
な
ど

も
、
実
践
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
（
Ａ
Ｄ
）
な

ど
の
、
画
像
検
査
で
明
白
で
な
い

一
次
性
認

知
症
も
、
今
年
軽
度
認
知
障
害
～
認
知
症
に

対
す
る
画
期
的
な
新
薬
が
登
場
し
て
、
脳
外

科
で
も
対
応
を
行
う
よ
う
に
な

っ
て
行
く

と
思
い
ま
す
。
労
災
病
院
で
も
認
知
症
外
来

を
開
設
し
、
受
診
し
や
す
く
し
た
方
が
良
い

と
い
う
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
薬
は
、
Ａ
Ｄ
の

一
因
で
あ
る
脳
に
溜
ま

っ
た
ア
ミ

ロ
イ
ド
を
減
ら
す
効
果
が
あ
る

と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
作
用
が
あ

り
、
画
期
的
で
期
待
し
て
し
ま
い
ま
す
。
た

だ
効
果
の
ほ
ど
は
Ａ
Ｄ
が
治
る
と
ま
で
は

い
か
ず
、
進
行
を
緩
徐
に
で
き
そ
う
と
い
う

こ
と
な
の
で
、
今

一
つ
な
感
じ
で
す
が
、
そ

れ
で
も
や

っ
て
み
た
い
治
療
の
ひ
と

つ
で

し
よ
う
。

Ａ
Ｄ
な
ど

一
次
性
認
知
症
は
、
新
登
場
の

注
射
薬
以
外
に
も
、
従
来
薬
を
駆
使
し
て
、

あ
る
程
度
症
状
に
は
対
応
し
て
い
け
ま
す

の
で
、
脳
外
科
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

し
か
し
、
認
知
症
は
、
止
め
ら
れ
な
い
加

齢
も

一
因
で
あ
り
、
病
院
の
薬
で
治
せ
る
も

の
で
な
い
現
状
で
は
、
認
知
症
を
理
解
し

て
、
医
療
機
関
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
、
地

域
で
受
け
入
れ
て
対
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
ｃ

父
＊
）
小
さ
め
の
左
側
の
脳
腫
瘍
、
慢
性

硬
膜
下
血
種
で
認
知
症
状
が
出
、
そ
れ
以
上

で
頭
痛
が
生
じ
、
さ
ら
に
大
き
く
な
る
と
意

識
障
害
に
。
水
頭
症
で
は
認
知
症
状
は
３
大

症
状
の
一
ｅ

～スマホ出前講
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1座を利用してみませんか?～       `

鯵

「地域おこし協力隊」としてスマホ相談を行

っています。

この相談業務は、剣1路市の委託事業ですので、
劣 無料で安′かしてご利用いただけます。

劇1路市スマホ相談員 山 □ 公 浩

また、スマホを活用 してのコミュ

ニケーションに関することや、安全

を見守るうえでスマホができること

に関する相談など町内会の疑間にも

%

で

鰺 ]亀]:;:ウイ:[Li∫:訴♭客訳秀よ
い
  [具i暑i:'ミ青詈堺窪資奪季嘉製置だ藉嚢[

“
  。地図アプリやカメラアプリを使いたい    てみませんか ?

談 :L主彙亀[111         」「: 各:I」lttill:]を[貫曽:曇TEI!言
るかもしれませんが、可能な限り柔軟に対応させ魃 す。限られた時間ですがわかりやすいアドバイ
ていただきますのでまずはお気軽にご相談くださス

」ヽというご要望  いO

に             して始めました  固 倒1路市スマホ相談員 (釧路市委託事業)

多 が、地区会館等に出向いての出前講座にも対応         山口公浩 TE1 070 9146 2102

します。出前講座は2025年から実施 しますの         電話受付時間 :月 ～木 15:0017:00

、少    く   すよ   しヽま
鮮 後 %巌 脇 鰈 彪



市
民
憲
章

1.元気で働き、明るく豊かなまちをつ くりましょう。  1.人にやさしく、心ふれあう温かいまちをつくりましょう。

1.き まりを守り、安全で安心な住みよいまちをつくりましょう。 1.文化を高め、命を尊ぶ平和なまちをつ くりましょう。

1.緑を育て、自然豊かなされいなまちをつくりましょう。 1.郷土を愛し、世界に誇れるまちをつ くりましょう。

みんなでつくろう ゴミのないまち きれいなふるさと

第6回 理事会報告

12月 6日 (金)の理事会で、次の内容について

協議 しました。

【報告事項】
①加入促進 (「広報くしろ10月 号」での特集等)

②秋の自主清掃 (10/1220実施)

③青少年健全育成大会 (H/9実施)

④女性部幹事会「料理教室」(11/22実施)他
【協議事項】
①令和7年度の全市一斉清掃日について

4月 20日 (日 )に決 定

② 「町内会が抱える課題」について

11月 、理事に「町内会が抱える優先順位が高

い課題」をアンケー トで聞きました。結果、優先

順位が高い課題 として 「街路灯の市全額負担」
「町内会役員の後継者を見つけること、育成す

ること」があげられました。

③役員改選に向けて 他

※理事会後、スマホ相談員から「スマホ講習会を

町内会で企画 しませんか」 と呼びかけがありま

した。詳しくは 3ページをご参照ください。

防災ワンデー

1月 19日 (日 )11:30
01路市観光国際交流セ ンター

高橋浩晃氏 (北大教授 )

実行委員会 (消防本部内Te1 23-0427)

地域福祉フォーラム

「町内会費納入表」準備できています。

■H 主な行事予定 ■離
1月 17日 (金)新 年交礼会

1月 19日 (日 ) 防災ワンデー

2月 607日    理事会、女性部幹事会

2月 13日 (木) 地区連会長懇談会

3月  6日 (木) 地域福祉フォーラム

3月  7日 (金)理 事会

き

ろ
演
先

テ
）　
　
〈
口

と

と
講
問

き

ろ
演

み

こ
　

込

と

と

講

申

地
域
住
民
と
と
も
に
歩
ん

で
き
た
共
同
募
金
は
本
年
度

が
７
８
回
目
の
運
動
と
な
り

ま
し
た
。
町
内
会
関
係
者
を

は
じ
め
、
多
く
の
市
民
の
皆

様
に
支
え
ら
れ
進
め
て
い
る
運
動
で
あ

り
、
今
後
も
皆
様
の
ご
協

力
の
も
と
、
地
域
の
福
祉

活
動
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
必
要
と
さ
れ
る
資
金

の
確
保
を
は
か
り
、
助
け

あ
い
に
よ
る
住
民
相
互
の
関
わ
り
づ
く

り
に
貢
献
し
た
い
と
思

つ
て
お
り
ま
す
。

釧
路
市
で
は
、
町
内
会
と
民
生
委
員

の
皆
様
に
よ
り
地
域
に
お
け
る
募
金
活

動
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
釧
路

市
全
体
の
募
金
の
２
５
％
に
あ
た
り
ま

す
。
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
福
祉
団
体

・
施

設
等

へ
助
成
と
い
う
形
で
市
内
に
循
環

さ
れ
ま
す
。
こ
の

『
連
町
通
信
』
は
、
地

域
住
民
に
連
合
町
内
会
の
活
動
や
町
内

会
の
必
要
性
な
ど
を
伝
え
る
、
素
晴
ら

し
い
情
報
発
信
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
『
連
町

災
地
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
以
降
、　
コ
ロ
ナ
禍
の
混
乱
や
多

発
す
る
自
然
災
害
、
物
価
高
騰
な
ど
の

経
済
情
勢
が
続
く
中
、
共
同
募
金
運
動

も
大
変
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま

す
が
、
寄
せ
ら
れ
た
市

民
の
気
持
ち
が

「じ
ぶ

ん
の
町
を
良
く
す
る
し

ひ

と

み

　

く
み
」
、
因

ぞ

い
る

人
を
支
援
す
る
人
や
団

体
を
支
え
る
募
金
」
と
し
て
有
効
に
活

用
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
町
内

会
の
皆
様
の
ご
支
援

。
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

共
同
募
金
運
動
と
町
内
会
活
動

釧
路
市
共
同
募
金
委
員
会

〈ム
長

通
信
』
の
作
成
に
も
共
同
募
金
の
助
成

金
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年

は
震
災
に
限
ら
ず
、
豪
雨
災
害
な
ど
日

本
全
土
に
お
い
て
災
害
が
頻
発
し
て
お

り
、
募
金
の

一
部
が
都
道
府
県
共
同
募

金
会
の
災
害
準
備
金
と
し
て
、
災
害
被

Jロ

月

～制‖路市道路維持事業所からのお知らせ～

一 除雪についての 5つのお願い 一

道路への雪出し禁止 !

除雪後に残つた玄関・車庫前の雪の処理はご家庭で !

路上駐車はやめて<ださい !

歩道上に物を置かないで<ださい !

深夜の除雪作業にご理解を |

連町通信は、赤い羽根共同募金の
支援を受けて発行しています。

協議会地域福祉課 (24-1648)ヘ


